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村
消
防
演
習
が
４
月
29
日
、

伊
保
内
小
学
校
校
庭
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
前
日
か
ら
降
っ
た

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
、
村

消
防
団
員
や
村
婦
人
消
防
協
力

隊
員
な
ど
約
２
６
０
人
が
参
加
。

　

団
員
た
ち
は
、
統
監
で
あ
る

五
枚
橋
久
夫
村
長
か
ら
観
閲
を

受
け
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
半は
ん

纏て
ん

に
袖
を
通
し
た
団
員
た
ち
は
、

引
き
締
ま
っ
た
表
情
で
目
迎
・

目
送
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

悪
天
候
の
た
め
、
一
部
訓
練

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
雨

が
降
り
や
ま
ず
水
溜
ま
り
も
で

き
、
校
庭
も
ぬ
か
る
む
悪
条
件

の
中
、
団
員
た
ち
は
士
気
高
く

訓
練
を
次
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

　

小
隊
訓
練
や
中
隊
・
大
隊
訓

練
で
は
、
長
い
隊
列
で
も
陣
形

を
乱
さ
ず
、
歩
調
の
合
っ
た
訓

練
成
果
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
複
数
か
ら
編
成
さ
れ
た
小

隊
が
節
度
あ
る
動
き
で
、
統
制

士
気
高
く  

威
風
堂
々

降
雨
の
中
で
村
消
防
演
習

山根小学校少年消防クラブが先頭になり、街の駅「まさざね館」前を分列行進

雨を吹き飛ばす程、力強い演奏を見せたラッパ隊 悪条件の中でも堂々と行進する第２協力隊（戸田地区）

　
消
防
活
動
に
功
績
が
あ
り
、
こ

の
日
、
表
彰
さ
れ
た
人
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
。
氏
名
の
後
の

○
の
数
字
は
分
団
名
）

■
村
長
表
彰

▽
功
績
証
（
勤
続
25
年
）

日
野
澤
勝
昭
②　
松
浦　
拓
志
②

漆
原　
賢
治
④　
高
岡　
一
富
⑥

■
岩
手
県
消
防
協
会
二
戸
地
区
支

部
長
表
彰

▽
優
良
竿
頭
綬

第
１
分
団　
　
　
第
９
分
団

▽
功
労
証
（
勤
続
20
年
）

荒
田　
繁
樹
③　
古
舘　
　
智
③

小
田　
　
忍
③　
林　
　
弘
昭
④

篠
山　
　
剛
⑧　
白
銀　
幸
雄
⑨

池
田　
廣
志
⑫　
石
川　
弘
幸
⑫

上
柿　
　
満
⑮

▽
功
績
証
（
勤
続
15
年
）

觸
澤　
英
之
②　
中
澤　
弘
隆
②

千
葉　
智
彦
③　
上
山　
和
博
④

小
林　
正よ
し
宗の
り
⑧　
下
村　
一
矢
⑧

山
下　
俊
明
⑧　
田
澤　
秀
行
⑩

三
澤　
淳
一
⑭　
千
葉　
暢の
ぶ
た
け威
⑭

関
畑　
友
昭
⑭

▽
精
練
証
（
勤
続
３
年
）

苅
間
澤
和
也
①　
舘
本　
春か
ず
也や

①

小
野
寺
雅
晴
③　
下
川
原　
渉
③

一
本
松
猛た
け
の
り法
③　
細
川　
勇
也
⑤

山
下　
智
光
⑪　
葉
澤　
博
貴
⑫

小
田
沢
愛よ
し
あ
き明
⑫　
櫻
庭　
　
学
⑫

小
井
田
寛ひ
ろ
の
り周
⑬　
野
辺
地
龍
一
⑬

滝
谷　
一
樹
⑬　
橋
本　
祐
輔
⑭
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雨が降る中、一糸乱れぬ部隊行動を見せてくれた、第１中隊から編成された１個小隊（伊保内地区）

隊列を乱さず、統制の取れた中隊訓練を披露した第３中隊（江刺家地区）

第２頭首工上流にて、全 15分団が空高く放水

の
取
れ
た
部
隊
訓
練
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
パ
訓
練
で
は
、
白
線
や

目
印
が
雨
で
見
え
な
い
状
況
の

中
、
勇
壮
な
音
色
を
奏
で
な
が

ら
、
ド
リ
ル
行
進
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

部
隊
は
移
動
し
、
伊
保
内
商

店
街
で
行
わ
れ
た
分
列
行
進
に

は
、
山
根
小
学
校
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
も
参
加
。
ラ
ッ
パ
隊
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
威
風
堂
々
と
し

た
行
進
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

放
水
訓
練
で
は
、
水
量
が
増

す
瀬
月
内
川
の
危
険
性
を
考
慮

し
、
放
水
会
場
を
急
き
ょ
上
流

側
へ
変
更
。
直
前
の
変
更
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
迅
速
な
機
関
始

動
に
よ
っ
て
水
柱
が
空
高
く
一

斉
に
放
た
れ
る
と
、
会
場
か
ら

は
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

長
者
森　
淳
⑭　
大
﨑　
敦あ
つ
の
ぶ庸
⑮

▽
勤
続
証
（
勤
続
10
年
）

岩
本　
真み
さ
実き

①　
栗
村　
祐ま
さ
み
つ光
②

小
野
寺
晋
哉
③　
野
辺
地
範
康
⑤

山
本　
正
明
⑨　
尾
友　
秀
幸
⑪

林
下　
大
輔
⑪　
坂
本　
幸
治
⑫

関
畑　
智
志
⑭

■
永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

中
村　
義
明　
　
風
張　
雅
信

大
崎　
善
孝　
　
櫻
庭　
重
幸

山
下　
昭
一　
　
南　
　
信
男

《
平
成
27
年
度
表
彰
者
》

■
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

▽
永
年
勤
続
功
労
証

上
村　
吉
男

■
岩
手
県
知
事
表
彰

▽
功
績
証　
　
　
七
戸　
智
広　

山
下　
正
幸　
　
河
村　
敏
弘

■
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

▽
功
績
証

尾
友　
勇
一　
　
三
春　
依
子

▽
精
績
証

野
田　
克
夫　
　
松
本　
栄
子

▽
勤
続
証　
　
　
七
戸　
智
広　

山
下　
正
幸　
　
古
舘　
智

■
岩
手
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
労
証　
　
　
中
野　
亮

▽
功
績
証　
　
　
河
村　
敏
弘　

小
笠
原
賢
次
郎　
山
本　
茂
則

▽
優
良
婦
人
消
防
協
力
隊
員

関
口　
直
子　
　
林　
　
宏
子

▽
内
助
功
労
感
謝
状

七
戸
は
る
み　
　
古
舘　
律
子
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予
算
は
約
44
億
円

　
村
の
予
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
村
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の
予
算
の
執
行
状
況
や
財
産
の
内
訳

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
に
２
回
（
上
半
期
と
下
半
期
）
、
財
政
状
況

の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
27
年
度
下
半
期
（
10
月
か
ら
３

月
ま
で
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
な
ど
の
予
算
執
行
状
況
や
公
有
財
産
、
地

方
債
の
残
高
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
出
済
額
は
約
31
億
円
で

執
行
率
は
70
・
４
％

　

上
の
グ
ラ
フ
は
、
一
般
会
計
予

算
の
執
行
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
収
入
済
額
は
37
億
７
０
２

５
万
円
、
収
入
率
は
85
・
７
％
と

前
年
同
期
と
比
べ
4
・
3
ポ
イ
ン

ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
の
支
出
済
額
は
、

30
億
９
９
１
６
万
円
で
執
行
率

70
・
4
％
と
前
年
同
期
を
0
・
7

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま
す
。

一般会計歳入の状況
●予算額　　44億       10万円
●収入済額　37億 7,025万円

　　　　●収入率　　85.7％

村
債
の
残
高
は
約
37
億
円

　

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
村
が

国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
村
債（
借

金
）
の
残
高
は
3
月
31
日
現
在
で

36
億
７
７
７
５
万
円
。
前
年
同
期

か
ら
は
１
９
５
０
万
円
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

村
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、

約
60
万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
よ

り
2
万
円
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。（
3
月
末
住
基
人
口
で
計
算
＝

6
、
１
１
０
人
）。

※その他は、分担金及び負担金、地方消費税交付金など

0 2 4 6 22 24

地方交付税

村　　債

村 税

県支出金

国庫支出金

繰 越 金

地方消費税交付金

諸 収 入

そ の 他

22億 3,102万円
22億 3,102万円（100.0％）

（億円） 

　　5 億 5,830 万円
　　　　5,310 万円（9.5％）

4 億     227 万円
4 億 4,651 万円（111.0％）

3 億 5,043 万円
2 億 6,072 万円（74.4％）

3 億 7,189 万円
2 億 7,005 万円（72.6％）

1 億 7,543 万円
1 億 7,543 万円（100.0％）

1 億 907 万円
1 億 907 万円（100.0％）

5,920 万円
7,454 万円（125.9％）

1 億 4,249 万円
1 億 3,893 万円（97.5％）

予算額

収入済額

（　）内は執行率

甘
茶
の
製
造
加
工
設
備
費
用
な
ど
３
億
６
千
万
増
額

で
あ
る
甘
茶
の
販
売
拡
大
を
進
め

る
た
め
製
造
加
工
設
備
を
導
入
す

る
費
用
な
ど
を
計
上
し
、
3
月
31

日
現
在
（
下
半
期
）
の
予
算
額
を

3
億
６
３
８
８
万
円
増
額
の
44
億

10
万
円
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
前

年
と
比
較
し
て
3
億
７
８
０
万
円

（
7
・
5
％
）
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平成27年度
下半期の財政状況

（3月31日現在）

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
9
月

30
日
現
在
（
上
半
期
）
の
予
算
額

は
、
40
億
３
６
２
２
万
円
で
し
た
。

村
で
は
そ
の
後
、
低
所
得
高
齢
者

向
け
給
付
金
や
村
長
選
挙
の
準
備

費
用
、
個
人
番
号
制
度
に
対
応
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
な
ど

を
追
加
し
た
ほ
か
、
村
の
特
産
品
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公有財産・基金の状況
区　　分 3月31日現在高 9月30日との比較

土 地 975,037㎡ ±0㎡

建 物 64,261㎡ ＋33㎡

有 価 証 券 416万円 ±0万円

出資による権利 7,349万円 －200万円

物 件 72台 ±0台

財政調整基金 32億7,919万円 ±0万円

人材育成基金 1億円 ±0万円

減 債 基 金 2億7,633万円 ＋16万円

地域振興基金 3億9,698万円 ±0万円

その他の基金 1億2,763万円 －319万円

村債の状況
区　　分 3月31日現在高 9月30日との比較

政 府 資 金 24億5,679万円 －6,080万円

地公体金融機構 6億6,756万円 －2,447万円

市中銀行など 5億2,345万円 －2,858万円

共 済 な ど 2,007万円 －473万円

岩 手 県 基 金 988万円 －1,318万円

合 計 36億7,775万円 －13,176万円

水道事業会計の状況
●収益的収入と支出…１年間の経営活動の収支

収

入

科　　目 予算額 収入済額

水 道 料 金 11,923 11,953

一 般 会 計
補 助 金 107 107

その他の収益 2,006 2,014

合 計 14,036 14,074

支

出

科　　目 予算額 支出済額
浄 ・ 配 ・
給 水 費 用 4,296 3,759

施 設 等 減 価
償 却 費 6,462 6,366

企 業 債 利 息
償 還 金 1,683 1,683

そ の 他
（総係費含む） 1,595 1,500

合 計 14,036 13,308

（単位：万円）

●資本的収入と支出…施設改良と企業債（借入金）などの収支

収

入

科　　目 予算額 収入済額

一般会計補助金 476 325

合 計 476 325

支

出

科　　目 予算額 支出済額
施 設 改 良 費 703 394
営 業 設 備 費 257 208
企業債償還金 4,453 4,453
合 計 5,413 5,055

（単位：万円）

特別会計の状況
区 分 予 算 額 収入済額

（収入率）
支出済額
（執行率）

国 民
健康保険 8億6,111万円 7億500万円

（81.9％）
8億864万円
（93.9％）

後期高齢 5,462万円 5,163万円
（94.5％）

4,855万円
（88.9％）

農業集落
排水事業 2,839万円 2,851万円

（100.4％）
2,688万円
（94.7％）

下 水 道
事 業 1億3,787万円 1億3,189万円

（95.7％）
1億2,327万円
（89.4％）

索道事業 1,941万円 239万円
（12.3％）

1,855万円
（95.6％）

戸 田
財 産 区 1,413万円 1,442万円

（102.1％）
1,322万円
（93.6％）

伊 保 内
財 産 区 1,366万円 1,385万円

（101.4％）
1,190万円
（87.1％）

江 刺 家
財 産 区 777万円 446万円

（57.4％）
426万円
（54.8％）

合 計 11億3,696万円 9億5,215万円
（83.7％）

10億5,527万円
（92.8％）

※収入済額より支出済額が多い会計については、会計間で
一時運用を行っています。

一般会計歳出の状況
●予算額　　44億       10万円
●支出済額　30億 9,916万円

　　　　●執行率　　70.4％

公用車・
消防車など

※その他は、議会費、予備費

総 務 費

民 生 費

土 木 費

消 防 費

公 債 費

教 育 費

農林水産業費

衛 生 費

商 工 費

そ の 他

　7 億 6,258 万円
　6 億 6,242 万円（86.9％）

3 億 7,354 万円
2 億 8,614 万円（76.6％）

2 億 6,710 万円
1 億 9,256 万円（72.1％）

4 億 7,439 万円
2 億 9,054 万円（61.2％）

3 億 9,740 万円
3 億 9,736 万円（100.0％）

13億 8,225万円
7 億 2,082 万円（52.1％）

3 億 9,981 万円
3 億     653 万円（76.7％）

1 億 6,350 万円
1 億 4,009 万円（85.7％）

1 億 1,816 万円
　　4,779 万円（40.4％）

　　6,137 万円
　　5,491 万円（89.5％）

（億円） 0 3 6 9 12 15

予算額

支出済額

（　）内は執行率
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

助
成
金
の
制
度
内
容
が
、
平
成

28
年
６
月
か
ら
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。
よ
り
多
く
の
団
体
に
活
用

い
た
だ
き
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
る
た
め
に
制
度
内
容
を
一

部
改
正
し
ま
し
た
。

事　業 内　容 助成限度額 助成率

地域課題
の解決

高齢者などを見守るための体制づくりまたは見守り活動に要する経費 ７万円 7/10
安全・安心な食生活、地産地消の仕組みを構築するための経費
（直売所の設置など） 35万円 7/10省資源化・省エネルギー化のための経費
（街路灯、防犯灯のＬＥＤ化など）

住民交流 地域の資源や特色を生かした祭りや地域行事を開催するための経費
高齢者の生きがいづくりや世代間交流活動に要する経費 7万円 7/10

その他 その他地域コミュニティー推進のため村長が認めたもの 35万円 7/10

■
注
意
事
項

⃝

継
続
的
な
事
業
も
対
象
と
す

る
が
、
補
助
申
請
は
１
団
体
に

つ
き
年
度
内
１
回
の
み

⃝

助
成
は
予
算
の
範
囲
内

⃝

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
周

年
行
事
の
経
費
は
、
行
事
な
ど

が
開
始
し
て
か
ら
10
年
ご
と
に

行
う
記
念
事
業
の
経
費
が
対
象

⃝

こ
の
助
成
金
制
度
は
平
成
35

年
度
ま
で

■
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

⃝

飲
食
に
係
る
経
費
（
調
理
実

習
な
ど
の
食
材
費
を
除
く
）
お

よ
び
人
件
費
（
講
師
謝
礼
は
除

く
）

⃝

他
の
補
助
を
受
け
て
い
る
事
業

⃝

備
品
購
入
に
お
い
て
個
人
に

帰
属
す
る
も
の

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
企
画
課
地
域
振
興
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
１
７
１
）

　

桜
若
木
、
事
業
表
示
石
碑
、

品
種
表
示
板

■
寄
贈
本
数

　

１
箇
所
当
た
り
50
本
～

４
５
０
本（
50
本
未
満
は
対
象
外
）

■
寄
贈
時
期

　
平
成
28
年
12
月
上
旬
以
降

■
募
集
期
限　
６
月
30
日
（
木
）

申
請
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
農
林
建
設
課
生
産
振
興
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
５
１
）

■
道
路
上
の
樹
木
の
枝
切
り

　

樹
木
の
枝
や
葉
が
道
路
上
に

飛
び
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
道

路
上
に
枝
や
葉
が
飛
び
出
て
い

る
と
、
児
童
・
生
徒
な
ど
の
歩

行
者
や
車
両
通
行
の
妨
げ
に
な

り
、
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。　

　
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、

安
心
・
安
全
に
道
路
を
通
行
で

き
る
よ
う
、沿
道
に
土
地
を
持
っ

て
い
る
人
は
定
期
的
な
樹
木
の

枝
切
り
、
刈
り
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
里
道
・
旧
赤
線
の
維
持
管
理

　

国
道
や
村
道
な
ど
以
外
の
法

定
外
公
共
物
（
里
道
や
旧
赤
線

と
呼
ば
れ
る
道
）
の
管
理
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
や
利
用
者
に
維

持
管
理
を
お
願
い
し
て
と
こ
ろ

で
す
。

　

道
が
わ
だ
ち
や
水
た
ま
り
で

ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
て
い
た
り
、

樹
木
な
ど
が
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん

で
維
持
管
理
し
て
い
だ
だ
き
ま

す
よ
う
、
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
建
設
課
地
域
整
備
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
８
２
）

安
心
・
安
全
な「
道
」
へ

　

桜
若
木
の
寄
贈
を
希
望
す
る

団
体
を
募
集
し
ま
す
。
要
望
す

る
団
体
は
、
公
益
財
団
法
人
日

本
さ
く
ら
の
会
が
実
施
し
て
い

る
「
宝
く
じ
桜
」
寄
贈
事
業
に

申
し
込
み
を
し
ま
す
。

■
寄
贈
対
象

　

公
益
活
動
を
す
る
自
治
会
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
で
あ

り
、
次
の
要
件
を
満
た
す
箇
所

と
す
る

①
桜
を
植
栽
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
然
環
境
を
よ
り
向
上
さ
せ
、

将
来
、
桜
の
名
所
に
な
り
得
る

箇
所

②
植
栽
計
画
、
手
入
れ
保
全
体

制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
箇
所

③
原
則
と
し
て
新
植
地
が
対
象

■
寄
贈
物
件

≪改正後の助成制度≫

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
を
拡
充

桜
の
若
木  

寄
贈
団
体
を
募
集

桜の若木が欲しい団体を募集

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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村
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
村
内
の
事
業
者

に
よ
っ
て
設
置
す
る
村
民
（
個

人
）
に
対
し
、
太
陽
電
池
容
量

１
kw
当
た
り
３
万
円
（
15
万
円

限
度
）
の
額
の
九
戸
商
業
協
同

組
合
共
通
商
品
券
を
交
付
し
ま

す
。

■
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
は
？

太
陽
電
池
を
利
用
し
て
電
気
を

発
生
さ
せ
る
た
め
の
設
備
お
よ

び
こ
れ
に
付
属
す
る
設
備
で
す
。

■
設
置
対
象
住
宅

自
ら
が
居
住
す
る
村
内
に
存
す

る
住
宅
ま
た
は
住
宅
と
し
て
使

用
さ
れ
る
予
定
の
も
の
で
す
。

■
対
象
者

①
村
内
に
住
所
を
有
す
る
、
ま

た
は
住
所
を
有
す
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
の
不
履
行
が
な
い
こ
と
。

③
過
去
に
こ
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

※
こ
の
交
付
は
同
一
住
宅
お
よ

び
同
一
世
帯
に
お
い
て
１
回
限

り
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
シ
ス
テ
ム

①
新
た
に
設
置
さ
れ
る
未
使
用

品
の
太
陽
電
池
発
電
に
よ
る
も

の
。

②
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
が
、

設
置
す
る
住
宅
で
消
費
さ
れ
る

も
の
。

③
年
度
内
に
設
置
を
完
了
し
、

か
つ
稼
働
す
る
も
の
。

④
国
の
補
助
事
業
で
規
定
す
る

性
能
を
満
た
す
も
の
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班
（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
村
内
事
業
者
に
も
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
に
15
万
円
の
商
品
券

太陽光発電設置で商品券を交付

行財政改革
平成27年度の取り組み状況

　村では、平成27年度から５年間を推進期間とする第７
次行政改革大綱および第３次行財政改革プログラムに沿っ
て、事務事業の効率化や経費節減、住民サービスの維持向
上など、21の改善項目に取り組んでいくこととしていま
す。
　平成27年度の財政効果として、3,431万円の目標額に対
し約3,847万円の実績となりました。

平成28年度の目標額は115万円
　これまで職員数などの削減を進めてきた結果、一定の財
政効果を得てきましたが、住民サービスの維持向上のた
め、定員管理適正化計画に基づいて定期的な職員採用に努
めていくこととし、平成28年度の財政効果目標額を115万
円と設定します。

平成 27 年度の主な改善項目 財政効果額

職員の定員管理適正化 3,721万円

村税など徴収率の向上 120万円

その他 6万円

合　計 3,847万円

平成 28 年度の主な改善項目
主要事業の目標指標値に基づいた達成状況点検・評価

庁内経費節減等推進計画による経費節減

協働の村づくりの推進

定員管理適正化計画に基づく職員管理・適正配置

人事評価制度の導入

税の公平な徴収確保

公共施設等総合管理計画の策定・未利用地の活用推進



8

　

大
腸
が
ん
は
動
物
性
脂
肪
の

取
り
過
ぎ
や
食
物
繊
維
の
摂
取

量
の
減
少
な
ど
、
食
事
の
欧
米

化
が
原
因
で
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
大
腸
が
ん
は
進
行
す
る

ま
で
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
早
期
発
見
・

治
療
を
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
治
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
検
診
を
受
け

て
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

　
40
歳
以
上

　
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

※
勤
務
先
で
同
検
診
が
あ
る
場

合
は
、そ
ち
ら
で
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

■
検
診
料

　
６
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
70
歳

以
上
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
）
の
人
は
無
料
で
す
。

■
検
診
に
つ
い
て

○
採
便
容
器
に
同
封
し
て
あ
る

「
正
し
い
大
便
の
取
り
方
」
を
よ

く
読
み
、
正
し
く
採
便
し
て
く

だ
さ
い
。

容器回収場所
瀬月内集落センター前
宇堂口地区農村婦人の家前
泥の木集落センター前
村老人福祉センター前
山屋集落センサー前
江刺家ふるさとセンター前
保健センター
荒田地区集落センター前
五枚橋公民館前
雪屋集落センター前
細屋ふれあいセンター前
舘の下公民館前
山根集落センター前
保健センター
平内公民館前
妻の神集落センター前
村老人福祉センター前
田代生活改善センター前
長興寺多目的集会施設銀杏会館前
保健センター
丸木橋サークルセンター前
おりつめ構造改善センター前
江刺家ふるさとセンター前
荒谷桂藤会館前
二ツ家公民館前
保健センター

対象地区
瀬月内
宇堂口
泥の木
戸田上
山屋
江刺家上
南田
荒田
五枚橋
雪屋
細屋
戸田舘の下
山根
伊保内下、小倉
平内
妻の神
戸田下
田代
長興寺上・下、大向
伊保内上、鹿島
丸木橋
道地
柿の木、江刺家下
荒谷
二ツ家
川向、未提出者

回収受付時間
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 15分
７時 30分～７時 45分
８時 00分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 30分
７時 50分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 15分
７時 30分～７時 45分
８時 00分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 30分
７時 50分～８時 30分
６時 30分～７時 00分
７時 15分～７時 45分
８時 00分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 30分
７時 50分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 15分
７時 30分～８時 15分
６時 30分～７時 00分
７時 15分～７時 30分
７時 45分～９時 00分

月日
【検診日程】

６
月
21
日
（
火
）

受
け
よ
う

大
腸
が
ん
検
診

・
２
日
間
、
別
々
の
容
器
に

採
便
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
容

器
が
最
初
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

・
採
便
す
る
日
は
、
容
器
を

提
出
す
る
日
の
４
日
前
か
ら

採
便
可
能
で
す
。（
４
日
を
過

ぎ
て
し
ま
う
と
、
判
定
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）　

・
生
理
中
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

○
大
腸
が
ん
検
診
受
検
票
は
、

必
要
事
項
を
必
ず
記
入
し
、
採

便
容
器
・
検
診
料
と
一
緒
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
未
使
用
の
採
便
容
器
は
一
般

廃
棄
物
と
し
て
処
分
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
都
合
に
よ
っ
て
検
診

を
受
け
ら
れ
な
い
人
は
、
必
ず

返
却
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

検
診
を
申
し
込
み
し
て
い
な

い
人
で
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
検
診
日
程

　

指
定
日
に
提
出
で
き
な
い
場

合
は
、
最
終
日
、
も
し
く
は
い

ず
れ
か
の
会
場
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
付
時
間

内
に
提
出
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
午
前
９

時
ま
で
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２
）

６
月
22
日
（
水
）

６
月
23
日
（
木
）

６
月
24
日
（
金
）
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住
宅
の
安
全
性
を
確
認
す
る

た
め
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し

て
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
住
宅

村
内
の
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在

来
軸
組
工
法
に
よ
っ
て
着
工
さ

れ
た
も
の
。

※
昭
和
56
年
以
降
に
増
築
な
ど

を
行
っ
て
い
る
住
宅
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
診
断
費
用

本
人
負
担
額　
３
０
０
０
円

■
実
施
件
数

若
干

　

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
経

費
に
対
し
て
最
大
60
万
円
を
補

助
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

①
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
診
断
さ
れ

た
住
宅
。

②
村
内
の
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在

来
軸
組
工
法
に
よ
っ
て
着
工
さ

れ
た
も
の
。

※
昭
和
56
年
以
降
に
増
築
な
ど

を
行
っ
て
い
る
住
宅
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

①
対
象
住
宅
の
所
有
者
（
法
人

を
除
く
）
で
、
耐
震
改
修
工
事

を
行
う
者
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
。

■
補
助
金
の
額

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
か

つ
60
万
円
を
限
度
と
す
る
額
。

❹
耐
震
改
修
に

最
大
60
万
補
助

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

村
内
事
業
者
に
よ
っ
て
行
っ
た

場
合
に
要
し
た
経
費
に
対
し
、

10
％
以
内
（
上
限
10
万
円
）
の

額
の
九
戸
商
業
協
同
組
合
共
通

商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

■
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
は
？

村
民
が
居
住
す
る
住
宅
の
改
修
、

模
様
替
え
そ
の
他
の
住
宅
の
維

持
お
よ
び
機
能
向
上
の
た
め
に

行
う
工
事
で
す
。

■
対
象
住
宅

自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を
一

に
す
る
親
族
が
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供
し

て
い
る
住
宅
。
さ
ら
に
、
対
象

者
が
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

を
所
有
し
、
村
内
に
１
年
以
上

存
す
る
個
人
所
有
し
て
い
る
住

宅
で
す
。

■
対
象
者

①
村
内
に
住
宅
を
有
す
る
こ
と
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

③
対
象
工
事
で
他
の
補
助
金
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

④
過
去
に
こ
の
助
成
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

※
こ
の
助
成
は
同
一
住
宅
お
よ

び
同
一
人
に
つ
き
１
回
限
り
と

な
り
ま
す
。

■
対
象
工
事

①
当
該
工
事
に
要
す
る
経
費
が

30
万
円
以
上
の
も
の
。

②
対
象
住
宅
の
う
ち
対
象
者
が

所
有
し
、
か
つ
、
居
住
す
る
部

分
の
工
事
で
あ
る
こ
と
。

③
年
度
内
に
完
了
す
る
工
事
で

あ
る
こ
と
。

※
対
象
外
と
な
る
外
構
、
植
栽

工
事
も
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❷
リ
フ
ォ
ー
ム
に
商
品
券

　

住
宅
建
設
を
村
内
事
業
者
に

よ
っ
て
行
う
場
合
に
要
し
た
経

費
に
対
し
、
10
万
円
の
額
の
九

戸
商
業
協
同
組
合
共
通
商
品
券

を
交
付
し
ま
す
。

■
住
宅
の
建
設
と
は
？

村
民
が
自
己
の
居
住
す
る
住
宅

の
建
設
、
建
て
替
え
を
行
う
こ

と
で
す
。

■
対
象
住
宅

①
村
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
住

宅
。
対
象
者
が
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上
を
所
有
し
、
か
つ
、

居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
。

②
当
該
住
宅
建
設
に
要
す
る
経

費
が
１
０
０
万
円
以
上
の
も
の
。

③
年
度
内
に
完
成
す
る
住
宅
。

❶
新
築
に
商
品
券

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班
（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）

※
補
助
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

居
宅
補
助
を
紹
介

❸
耐
震
診
断
に
助
成

※
他
の
補
助
な
ど
を
受
け
る
部

分
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

①
住
宅
完
成
時
に
村
内
に
住
所

を
有
す
る
こ
と
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

ながら全力で競技に臨みました

掛け声に合わせ、チームワークを
競った長縄跳び

仲間の声援を背に全力で駆け抜け
る生徒たち

九戸中学校で体育祭
勇敢な心で助け合う
　九戸中学校で５月 14 日、体育祭が行われました。爽やか
な青空の下、全校生徒 151 人が「BRAVE HEART」（勇敢な心）
をスローガンに掲げ、紅組と青組に分かれ優勝を争いました。
　競技は 200 メートル徒競走をはじめ、長縄跳びや綱引きな
ど 20 種目を実施。生徒たちは仲間と協力しながら一生懸命取
り組んでいました。４人５脚では、転倒する場面もありまし
たが、助け合いながら最後まで競技に集中していました。
　真剣に取り組む生徒たちに、待っている生徒たちからは元
気な応援が送られ、集まった保護者や地域の皆さんからも大
きな声援が上がっていました。競技の結果、青組が優勝の栄
冠を獲得しました。

白くかれんに彩る水芭蕉まつり
家族で満喫  九戸の春
　妻の神自治会が主催する戸井良沢水

みずばしょう

芭蕉まつりが５月３日、
戸井良沢水芭蕉公園で開かれました。今年は例年より 10 日ぐ
らい早く見頃を迎え、夏日となったこの日は、大きく開いた白
いかれんな姿が来場者の目を楽しませていました。行楽客たち
は、白い仏

ぶつ

炎
えん

苞
ほう

に包まれた水芭蕉やカタクリなどの観賞を楽し
んでいました。また、同自治会では地元産のやきとりや田楽餅、
山菜などを安価で販売。レジャーシートを広げた家族連れなど
は、小鳥のさえずりを聞きながら九戸の春を満喫するとともに、
団らんしながら郷土料理に舌鼓を打っていました。 健康に楽しく生活する秘けつについて説明を聞く受講生

生涯学習女性教室合同開講式
日本食で健康生活を
　村生涯学習アカデミー・女性教室合同開講式が５月 17 日、
HOZ ホールで行われました。受講生 61人が集まり、本年度の
活動計画について説明を受けました。記念講演では、㈱惣

そう

兵
べ

衛
え

の代表取締役畠山さゆり氏が、「健康に楽しく美しく生きる
ために」を講演しました。畠山氏は「世の中は気で回ってい
て、気を太く保つには食事に気を付け、健康であることが大切」
と説明。「日本の伝統食を食べ健康生活を送ることが、気を太
く保ち楽しく生活できる秘けつである」と話していました。

柔らかな光を受け、かれんに咲く水芭蕉を楽しむ来場者
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４人５脚では、互いに歩調を合わせ

呼吸を合わせボールを落とさないよ
うに運んだ竹刀一周継走

交通功労者に表彰された小野寺佳正さん

春季優良運転者表彰式
１団体７人が受賞
　平成 28 年春季優良交通団体・交通功労
者・優良運転者表彰式が５月 13 日、二戸
市シビックセンターで開かれました。本村
から１団体７人が受賞。受賞した皆さんは
今後も交通ルールの徹底や交通マナーの実
践を誓い合っていました。本村出身の受賞
者を紹介します。（敬称略）
◆岩手県警察本部長・岩手県交通安全協会
長連名表彰　▷交通功労者　小野寺佳正

（長興寺下）　▷優良運転者　中川茂敏（川
向）　南信男（山屋）
◆二戸警察署長・二戸地区交通安全協会長
連名表彰　▷優良交通団体　株式会社アラ
タ（妻の神）　▷交通功労者　岩崎悦

よし

和
かず

（山
根）　山下広志（泥の木）　▷優良運転者　
大﨑 雄（雪屋）　欠端麻衣（戸田下）

ロシア文化を学ぶ
本場の言語や食を堪能
　村国際交流協会では５月 17 日、ロシア文化を学ぶ交流会を
開きました。ロシア出身の２人を講師に迎え、参加者７人が
ロシア文化を直接体験しました。ロシア語講座では、あいさ
つや自己紹介などをクイズ形式で楽しく学びました。その後、
ロシアの家庭料理・水餃子づくりに挑戦。餃子の具材は肉の
みを使用し、ブラックペッパーやローリエを入れたお湯で餃
子を茹で上げた後、バターやサワークリームで味付けをして
おいしく食べていました。参加者はロシア語に直接触れ食文
化も堪能でき、満足そうな表情を浮かべていました。

村営戸田牧野で放牧開始
駆け回る  緑のじゅうたん
　５月 11 日から村営戸田牧野において、本年度の放牧が始
まりました。あいにく小雨が降る中、畜産農家が手塩に掛け
て育てている自慢の牛をトラックにて次々と搬入。獣医師な
ど関係者が集まり、牛１頭ずつにワクチン接種や体重測定な
どを行った後、放牧しました。この日は乳用牛 53 頭、肉用
牛 12 頭が放牧され、約 23ha にもわたる広い草原を雄大に
駆け出していました。大草原に放たれた牛たちは、新緑映え
る牧草を食んだり駆け回ったりと、一面に広がった緑のじゅ
うたんを満喫しているようでした。

ロシアで食べている水餃子づくりに挑戦する参加者

青々と茂った牧草をおいしそうに食む牛たち
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村
文
化
協
会
の
定
期

総
会
が
５
月
13
日
に
Ｈ

Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
総
会
で
は
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
と

本
年
度
の
計
画
案
・
予

算
案
が
提
案
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

席
上
、
村
の
芸
術
・

文
化
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
功
労
者
へ
表
彰
状

芸術文化功労者など７人表彰

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状

交
付
式
が
５
月
10
日
、
村
役
場

村
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
五

枚
橋
久
夫
村
長
か
ら
小
森
肇
さ

ん
（
平
内
）
と
岩
本
幸
広
さ
ん

（
二
ツ
家
）
に
、
相
談
員
の
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
小
森
さ
ん
は
20
年
間
、
岩

本
さ
ん
は
８
年
間
、
相
談
員
を

担
当
。
２
人
は
新
た
に
平
成
28

年
５
月
１
日
か
ら
２
年
間
、
自

衛
官
募
集
に
関
す
る
相
談
や
情

報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
に
２
人
委
嘱

芸術文化功労賞を受賞した高島フミさん

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ

れ
た
人
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

◆
芸
術
文
化
功
労
賞

故
舘
村
徳
雄
、
高
島
フ
ミ

◆
芸
術
文
化
優
秀
賞

本
堂
晴
夏

◆
芸
術
文
化
奨
励
賞

小
枝
結ゆ

珠ず

姫き

、
川
原
詩
歩
、
澤

田
澪み
お
、
古
舘
純
奈

自衛官募集相談員に委嘱された小森肇さん
（左から２番目）と岩本幸広さん（右から２番目）

◉７月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集！！希望
する人は６月14日（火）までに、写真（データも可）
を広報担当（☎42-2111内線168）までお持ちください。

栗谷川　大
だい

輝
き

くん
６月12日生まれ／長男／長興寺上
（父）吉継さん（母）理絵子さん

「元気にすくすく育ってね！」
両親より

１歳のお誕生日おめでとう☆

　

森
林
は
、
水
を
育
ん
だ
り
土

砂
災
害
を
防
い
だ
り
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
公
益
的
機
能
を
持
っ
て

お
り
、
無
秩
序
な
伐
採
が
相
次

ぐ
と
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
、

自
分
の
所
有
す
る
森
林
で
も
事

前
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
伐
採
の
30
日
〜
90
日
前
ま

で
に
農
林
建
設
課
へ
届
け
出
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
安
林
の
指
定
を
受

け
て
い
る
と
伐
採
は
事
前
に
許

可
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

無
許
可
で
伐
採
し
た
場
合
は
、

岩
手
県
の
監
督
処
分
を
受
け
ま

す
の
で
注
意
願
い
ま
す
。

　

森
林
の
開
発
に
つ
い
て
も
許

可
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
計

画
が
あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
、
相

談
く
だ
さ
い
。

　

森
林
の
土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
場
合
、
土
地
が
所
在
す

る
市
町
村
へ
届
け
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

個
人
・
法
人
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
な
ど
で
山
林
を
新
た
に

所
得
し
た
人
は
、
面
積
に
か
か

わ
ら
ず
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た

山
林
の
あ
る
市
町
村
長
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
書

類
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
建
設
課
生
産
振
興
班（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
２
５
１
）

森
林
取
得
時
に
は
届
け
出
を

森
林
伐
採
す
る
と
き
は
手
続
き
を

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す
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ふ
み
女
史
の
輝
く
受
賞
聖
五
月

桜
し
べ
散
り
敷
く
み
寺
坂
は
急

嫁
手
足
嘆
く
話
や
苗な

し
ろ代
寒

高
島
ふ
み
女

初
夏
や
増
ゆ
る
ば
か
り
の
休
耕
地

花
に
酔
う
昭
和
一
桁
同
士
か
な

欠あ
く
び伸
し
て
忘
れ
て
し
ま
う
春
の
夢

連
れ
合
い
に
先
を
越
さ
れ
て
姥

う
ば
ざ
く
ら櫻

田
村　

畦
畔

過
疎
の
村
子
供
も
子
猫
も
失
せ
て
ゆ
き

苗
売
り
の
声
も
弾
み
し
市
日
の
日

思
い
出
を
語
る
子こ

等ら

達
若
葉
風

校
庭
泳
ぐ
子
等
の
数
ほ
ど
鯉

こ
い
の
ぼ
り幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　
　

赤
藤

初
夏
の
山
き
の
う
よ
り
又
色
の
濃
く

猫
の
子
の
自
由
気
ま
ま
に
ほ
だ
さ
れ
る

菅
野　

岑
子

触
る
る
度
や
さ
し
き
音
色
土ど

鈴れ
い

雛び
な

春
愁
や
人
ご
と
な
ら
ず
物
忘
れ

山
門
の
仁
王
像
に
も
あ
る
四
温

本
丸
に
冷
え
少
し
あ
り
花
曇

櫻
庭　

義
也

夏
は
じ
め
山
は
萌も

え
木
に
里
静
か

源
を
守
る
清
ら
な
水み

ず
ば
し
ょ
う

芭
蕉

八
方
を
新
緑
の
峰
囲
み
け
り

愛ま
な
う
し牛
の
鼻
鏡
も
光
り
新
樹
晴

冬
部　

雪
女

山や
ま

襞ひ
だ

の
日
毎
ふ
く
る
る
若
葉
雨

水
芭
蕉
牛
歩
で
す
す
む
人
の
波

コ
ン
ポ
ス
ト
位
置
を
ず
ら
し
て
夏
に
入
る

舘
村　

青
村

粲さ
ん

粲さ
ん

と
初
夏
の
連
峰
晴
れ
渡
る

爛ら
ん
ま
ん熳
の
枝
を
揺
ら
し
て
八
重
櫻

連れ
ん
ぎ
ょ
う
翹
の
雨
撥は

ね
返
す
黄
金
か
な

紫
木
蓮
大
悟
の
花
を
開
き
け
り

【
四
月
席
題
詠
よ
り
】

山
笑
う
活
断
層
の
眠
り
乞こ

う　
　
　
　
（
ふ
み
女
）

よ
き
人
の
よ
き
弔
い
や
花
万ま

ん
だ朶

音
た
て
て
駅
蕎そ

ば麦
す
す
る
花
の
冷
え　
（
雪　

女
）

三
袋
も
薬
を
も
ら
う
青
嵐

暮
る
る
陽
を
泥
に
混
ぜ
込
み
代し

ろ

を
掻か

く（
義　

也
）

拮き
っ
こ
う抗
の
舌
戦
終
え
て
村
の
ど
か　
　
　
（
畦　

畔
）

訥と
つ
と
つ訥
と
語
る
も
楽
し
花
の
句
座　
　
　
（
青　

村
）

混こ
ん
と
ん沌
の
世
に
満
開
の
櫻
か
な

　

40
歳
ご
ろ
か
ら
定
年
ま
で
運
転
手
と

し
て
八
戸
市
で
勤
務
。現
在
は
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
ラ
ン
ド
な
ど
で
働
い
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
働
く
こ
と
が
苦
に
な
ら

ず
、
稼
ぐ
こ
と
が
趣
味
だ
ね
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
好
き
嫌
い
な

く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
だ
よ
。

◆
毎
日
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？　
毎

日
30
分
以
上
歩
く
よ
う
に
し
て
い
る
よ
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
人
と
話
す
の

が
好
き
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、

今
ま
で
元
気
に
働
い
て
こ
れ
た
こ
と
が

一
番
の
幸
せ
だ
よ
。

　
高
校
卒
業
後
、
消
防
職
員
と
な
り
、
地
域
住

民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て

い
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
車

が
好
き
で
、
今
乗
っ
て
い
る
車
は
３
台
目
に
な

り
ま
す
。

◆
休
み
の
日
は
？　
愛
車
に
乗
っ
て
ド
ラ
イ

ブ
へ
出
掛
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
山
や
海
な

ど
の
自
然
が
好
き
で
す
ね
。

◆
今
後
の
目
標
は
？　
県
防
災
ヘ
リ
「
ひ
め
か

み
」
の
隊
員
と
し
て
活
躍
し
て
み
た
い
で
す
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
頼

り
に
さ
れ
る
消
防
職
員
に
な
る
こ
と
で
す
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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「クリーン九戸行動日」＝４月 16日

平成28年10月２日（日）ナインズ球場で
軟式野球競技会を開催

村民総
参加

宣言

　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
九
戸
村

実
行
委
員
会
で
は
、
①
10
月
２

日
の
競
技
会
当
日
に
ナ
イ
ン
ズ

球
場
で
選
手
た
ち
を
迎
え
る
運

営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
②
競
技

会
開
催
前
に
行
う
歓
迎
装
飾
、

清
掃
活
動
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
に
お
手
伝
い
を
お
願
い

す
る
、
歓
迎
準
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
岩
手
県
で
は
46
年
ぶ
り
、

本
村
で
は
初
め
て
の
競
技

会
開
催
で
す
。
村
民
総

参
加
で
国
体
を
つ
く
り
上

げ
、
感
動
を
分
か
ち
合
い

ま
し
ょ
う
。
関
心
の
あ
る

人
は
、
お
気
軽
に
実
行
委

員
会
（
教
育
委
員
会
事
務

局
☎
42-

２
１
１
１
内
線

３
０
４
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

北
上
総
合
運
動
公
園
で
行
わ

れ
る
希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
い

わ
て
大
会
の
開
会
式
と
閉
会
式

いわて国体に参加しよう
ボランティアで！　観覧で！

◆運営ボランティア◆
活動日…競技開催期間にナインズ球場で活動

受付・案内 来場者受付、会場案内、資料配布など

会場整備 会場準備、座席案内、駐車場誘導など

会場美化 清掃、ゴミ箱の管理、花の管理など

会場サービス ドリンクサービス、弁当引換えなど

◆歓迎準備ボランティア◆
活動日…ボランティア登録後から活動を開始

歓迎準備 ナインズ球場などの歓迎装飾、おもてな
しグッズ製作、清掃活動の実施など

広報・ＰＲ わんこダンスの普及、ＰＲ活動など

記録収集 イベントや競技会の写真・映像の撮影記
録など

支えて国体を盛り上げる
ボランティアを募集中

の
観
覧
に
は
、
６
月
30
日
ま
で

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

■
開
会
式
・
閉
会
式
の
期
日

①
国
民
体
育
大
会

▽
総
合
開
会
式　
10
月
１
日（
土
）

▽
総
合
閉
会
式　
10
月
11
日（
火
）

②
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▽
開
会
式　
10
月
22
日
（
土
）

▽
閉
会
式　
10
月
24
日
（
月
）

■
申
込
方
法

①
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
、
郵

送
し
ま
す
。
用
紙
は
、
教
育
委

員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

②
希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
希
望

郷
い
わ
て
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://www.iwate2016.jp/

）

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

開
会
式

観
て
国
体
を
盛
り
上
げ
る

受付・案内

会場サービス

会場整備

会場美化

記録収集

2016
国体

歓迎準備

■
応
募
要
件　
九
戸
村
に
在
住
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
個
人
、

ま
た
は
九
戸
村
に
活
動
の
拠
点

を
置
く
グ
ル
ー
プ
。

■
募
集
期
間

①
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

６
月
24
日
（
金
）
ま
で
（
必
要

人
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
）

②
歓
迎
準
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

８
月
31
日
（
水
）
ま
で

■
申
込
方
法　
『
国
体
通
信
No
・

12
号
の
裏
面
様
式
（
各
世
帯
に

配
布
済
み
）』（
次
号
の
裏
面
に

も
掲
載
予
定
）
に
記
入
し
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。用
紙
を
持
っ

て
い
な
い
人
は
、
実
行
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
報
酬
・
交
通
費
な
ど　
報
酬

は
無
償
と
し
、
交
通
費
は
自
己

負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。
弁
当

と
識
別
用
品
は
、
必
要
に
応
じ

て
支
給
と
な
り
ま
す
。

■
保
険　
損
害
保
険
と
賠
償
責

任
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

閉
会
式

広報・PR

“きれいなむら”で選手たちをお
・ ・ ・ ・ ・
もてなし
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書

　「テキトーな子育て」
は、「投げやりな子育て」
ではありません。
　親の価値観を押し付け
ず、ありのままの我が子を
受け入れる。だから子ども
も、自分にないものを嘆く
ことなく自尊感情が生まれ
るのです。

1人でできる子が育つ「テキトー母さん」のすすめ
立石　美津子　著／日本実業出版社

朝が来る
辻村　深月　著／文藝春秋

贖
あがな

い
五十嵐　貴久　著／双葉社

　親子３人で平和に暮らす
栗原家に突然かかってきた
一本の電話。「子どもを返
してほしい」と告げられた。
子どもを産めなかった者、
手放さなければならなかっ
た者、両者の葛藤と人生の
感動長編。2016年本屋大
賞ノミネート作品。

　

５
月
14
日
、
好
天
の
下
、
九

戸
中
学
校
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ｂ

Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」（
勇

敢
な
心
）
を
胸
に
、
全
校
生
徒

１
５
１
人
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
成
功
裏
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
競
技
一
つ
一
つ
に
、

惜
し
み
な
い
声
援
と
激
励
を
い

た
だ
い
た
、
来
賓
・
保
護
者
・

地
域
の
皆
さ
ま
の
力
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
副
校
長　
野
田　
寛
）

　

ク
リ
ー
ン
九
戸
行
動
の
一
環

と
し
て
、
伊
保
内
高
等
学
校
で

は
４
月
22
日
、
生
徒
70
人
が
参

加
し
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

部
活
動
ご
と
に
地
域
を
分
担

し
、
午
前
９
時
30
分
に
学
校
を

出
発
し
て
午
前
11
時
に
帰
校
し

ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
は
本
校
〜

川
向
川
沿
い
〜
南
田
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
は
鹿
島
交
差
点
〜
折

爪
荘
〜
伊
保
内
保
育
所
、
野
球

部
は
校
舎
周
辺
〜
村
総
合
運
動

場
な
ど
、徒
歩
で
移
動
し
な
が
ら

環
境
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
域
へ
の
感
謝
を
込
め
、
通
学

路
や
村
の
施
設
な
ど
、
丹
念
に

ご
み
や
空
き
缶
を
集
め
ま
し
た
。

帰
校
後
は
、
ご
み
の
分
別
作
業

副
校
長　

小
原　

由
紀　

ク
リ
ー
ン
行
動
で
地
域
に
感
謝

皆さんのお蔭で成功裏

　３つの点がつながった
とき、真実の形が浮かび上
がる。東京、埼玉、愛知。
異なった日に起きた殺人
事件。巧みに姿を隠す犯人
に捜査は行き詰まる。だが
一人の捜査員は気が付い
た、誰も信じてはくれない
が、犯人はあの人だと…。

　初めて君と会った日。
君は僕を抱き上げて、
「今日から君は僕の家族
だよ」と言ってくれたん
だ。君は僕のたった一人
の家族になったと思って
いたのに…。人と動物の
関わりを優しく悲しく描
いた絵本。

ボクものがたり
舞坂　ゆき子　原案／金の星社

を
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

春
景
色
と
相
ま
っ
て
、
九
戸

村
の
美
し
さ
を
実
感
し
、
日
頃

か
ら
の
環
境
美
化
へ
の
意
識
を

高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

感
謝
の
心
を
込
め
ご
み
拾
い
を
実
施

青は藍より出でて藍より青しという意味の
「青藍（せいらん）」をスローガンに戦った青組

「狐炎（きゅうび）」をスローガンに
狐のように素早く駆け走った紅組



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

16

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

６
月
４
日
～
10
日
の
１
週
間
は
、
歯

と
口
の
健
康
週
間
で
す
。
歯
と
口
の
健

康
を
保
つ
方
法
と
し
て
、
毎
日
の
歯
磨

き
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
は
甘
い
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー

ス
ば
か
り
に
な
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
や

仕
上
げ
磨
き
、
高
齢
者
は
唾
液
の
分
泌

を
増
や
す
た
め
の
口
の
体
操
な
ど
、日
々

頑
張
っ
て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
も
、
虫
歯
に
な

る
人
は
い
ま
す
。

　

京
都
大
学
で
「
受
動
喫
煙
が
子
ど
も

の
口
腔
内
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
」
と
い

う
こ
と
を
調
査
し
た
研
究
結
果
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
家
族
の
喫
煙
と
子

ど
も
の
虫
歯
に
つ
い
て
、
家
族
の
吸
う

た
ば
こ
の
煙
で
受
動
喫
煙
し
た
子
ど
も

は
、
家
族
に
喫
煙
者
が
い
な
い
子
ど
も

に
比
べ
て
、
３
歳
ま
で
に
虫
歯
に
な
る

可
能
性
が
２
倍
に
な
っ
た
と
い
う
結
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

喫
煙
す
る
本
人
だ
け
で
な
く
、
受
動

喫
煙
し
た
子
ど
も
も
、
細
菌
感
染
へ
の

抵
抗
力
が
弱
ま
る
だ
け
で
な
く
、
の
ど

が
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
で
唾
液
の
量
が

低
下
し
、
歯
を
溶
か
す
乳
酸
の
量
が
増

え
虫
歯
に
な
り
や
す
く
な
る
と
い
い
ま

す
。
家
族
に
喫
煙
者
が
い
る
場
合
、
喫

煙
者
が
い
な
い
と
き
に
比
べ
て
、
虫
歯

や
歯
の
喪
失
、
歯
の
詰
め
物
が
多
か
っ

た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
後
の
呼
気
中
に
も
有
害
物
質
が

含
ま
れ
、
喫
煙
前
の
状
態
に
戻
る
ま
で

数
時
間
か
か
る
そ
う
で
す
。
ど
う
し
て

も
喫
煙
す
る
場
合
、
妊
婦
や
子
ど
も
の

い
な
い
場
所
を
選
ぶ
だ
け
で
な
く
、
喫

煙
後
も
数
時
間
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に

す
る
な
ど
配
慮
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

自
分
の
健
康
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

村
の
子
ど
も
た
ち
の
歯
の
健
康
を
守
る

た
め
に
も
、
今
年
こ
そ
禁
煙
に
挑
戦
し

て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
保
健
師　
古
舘　
里
美 

）

受
動
喫
煙
で
子
ど
も
の
虫
歯
が
２
倍
に

後
期
高
齢
者
の

保
険
料
率
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
財
政
運

営
期
間
が
２
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
の
医
療
費
の
財
源
に
充
て

る
た
め
、
平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料

率
を
次
の
よ
う
に
改
定
し
ま
し
た
。

︽
平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料
率
︾

◆
均
等
割
額

　
３
８
０
０
０
円
（
変
更
な
し
）

◆
所
得
割
額

　
７
・
36
％
（
変
更
な
し
）

　

賦
課
限
度
額
（
保
険
料
年
額
の
上
限

金
額
）
も
57
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
と

同
額
に
な
り
ま
す
。

軽
減
さ
れ
る

対
象
者
が
拡
大

　

所
得
の
低
い
人
を
対
象
と
し
た
軽
減

が
、
平
成
28
年
度
か
ら
次
の
通
り
拡
大

さ
れ
ま
す
。
軽
減
は
世
帯
の
所
得
の
状

況
に
応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
適
用
さ
れ
ま

す
の
で
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
２
割
軽
減
と
５
割
軽
減
の
対
象
者
が

拡
大

　

均
等
割
額
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
る
基

準
が
変
更
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
２
割
軽
減

を
受
け
て
い
た
人
で
も
５
割
軽
減
に
な

る
場
合
が
あ
り
、
保
険
料
負
担
が
よ
り

軽
く
な
り
ま
す
。

　

夫
婦
２
人
世
帯
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

拡
大
後
の
対
象
所
得
金
額
を
次
の
通
り

計
算
し
て
み
ま
し
た
。

◆
軽
減
割
合　
５
割

　
対
象
所
得
金
額

　
（
夫
婦
２
人
世
帯
の
場
合
）

　
　
85
万
円
（
平
成
27
年
度
）

　
　
86
万
円
（
平
成
28
年
度
）

◆
軽
減
割
合　
２
割

　
対
象
所
得
金
額

　
（
夫
婦
２
人
世
帯
の
場
合
）

　
　
１
２
７
万
円
（
平
成
27
年
度
）

　
　
１
２
９
万
円
（
平
成
28
年
度
）　

後
期
高
齢
保
険
料
の
軽
減
対
象
者
が
拡
大

◀◀



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
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ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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◆
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
？

長
時
間
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
プ
ラ
グ
を
差

し
込
ん
だ
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
電
源

プ
ラ
グ
の
周
囲
に
綿
ぼ
こ
り
や
湿
気
な

ど
が
付
着
す
る
こ
と
で
、
差
し
込
み
プ

ラ
グ
の
刃
の
間
に
微
弱
な
電
流
が
流
れ
、

火
花
放
電
を
繰
り
返
し
て
出
火
す
る
現

象
で
す
。

◆
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

⃝

定
期
的
に
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
き
、
乾

い
た
布
で
掃
除
し
ま

し
ょ
う
。

⃝

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現

象
を
防
止
す
る
プ
ラ

グ
の
使
用
や
、
コ
ン

セ
ン
ト
に
ほ
こ
り
防

止
キ
ャ
ッ
プ
を
使
用

す
る
こ
と
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

村内の火災・救急（４月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 1 件 ＋ 1 件
救 急 31 件 110 件 － 3 件

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
注
意
！

鍵
掛
け
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
お
に
っ
こ
」

⃝

お
…
お
お
き
な
安
心

⃝

に
…
に
個
の
鍵
掛
け
で
き
た
か
な
？

⃝

つ
…
つ
い
う
っ
か
り
は
い
け
ま
せ
ん

⃝

こ
…
こ
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
で
広

　
　
　
め
よ
う

◆
侵
入
被
害
の
う
ち
無
施
錠
が
85
％

　

県
で
は
、
侵
入
窃
盗
被
害
の
う
ち
、

鍵
を
掛
け
な
い
で
被
害
に
遭
う
割
合
が

高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
特
に

も
平
成
27
年
中
は
、
侵
入
窃
盗
被
害
の

う
ち
、
鍵
を
掛
け
て
い
な
か
っ
た
割
合

が
84
・
６
％
と
、
依
然
と
し
て
高
い
状

況
で
し
た
。

◆
重
大
事
件
に
発
展
す
る
恐
れ

　

泥
棒
と
鉢
合
わ
せ
に
な
る
と
、
殺
人

や
強
盗
な
ど
の
凶
悪
事
件
に
発
展
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

鍵
掛
け
は
、
家
を
出
る
と
き
は
当
然

で
す
が
、
家
に
居
る
と
き
で
も
、
就
寝

前
に
戸
締
ま
り
を
確
認
す
る
な
ど
、
鍵

を
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
鍵
掛
け
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
お
に
っ

こ
」

　

県
は
平
成
24
年
に
侵
入
窃
盗
被
害
の

う
ち
、
鍵
を
掛
け
な
い
で
被
害
に
遭
っ

鍵
掛
け
を
習
慣
付
け
よ
う

村内の交通事故（４月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 － 1 件
物損事故 3 件 26 件 － 1 件
負 傷 者 0 人 0 人 － 1 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 1 人 1 人 ＋ 1 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 569日
（4月30日現在）

た
無
施
錠
被
害
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

位
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
平

成
25
年
に
県
警
察
鍵
掛
け
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ「
お
に
っ
こ
」を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
「
お
に
っ
こ
」
は
県
名
の
由
来
で
あ
る

「
鬼
の
手
形
」
か
ら
き
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
も
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
お
に
っ
こ
」

を
、
ぜ
ひ
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
鍵
掛
け
は
み
ん
な
が
で
き
る
防
犯
対

策
　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
岩
手
県

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
一

人
が
防
犯
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
家
も
車
も
自
転
車
も
、
鍵
掛
け

の
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

の
利
用
登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

⃝

パ
ソ
コ
ン
版
の
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の

一
部
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
利

用
で
き
ま
す
。

⃝

年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
住
民
生

活
課
窓
口
で
も
年
金
加
入
記
録
の
確

認
が
で
き
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
の
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、

自
分
の
年
金
加
入
記
録
や
年
金
見
込
額

を
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
持
ち
主
の
分
か
ら
な
い
記
録

の
検
索
や
各
種
通
知
書
の
確
認
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

⃝

自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
い
る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

利
用
く
だ
さ
い
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ６月６日㊊ ６月７日㊋ ６月13日㊊
空 き 缶 ６月20日㊊ ６月21日㊋ ６月27日㊊
粗 大 ご み ６月28日㊋ ６月14日㊋
紙・プラ類 ６月９日㊍ ６月15日㊌ ６月23日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

６ ５ 齋藤産婦人科医院 23-2505 ６ ５ 菅原歯科クリニック 23-1180

12 カシオペア医院 23-3331 12 曽根歯科医院 27-3108

19 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 19 國香歯科医院 23-2764

26 藤田内科 38-2772 26 小野寺歯科医院 33-3050

６月

  傾聴ボランティアの
養成講座受講生募集

　話を聴いて気持ちを受けとめ、
地域活動を行う傾聴ボランティア
の養成を行います。
■対象　受講後、ボランティア活
動に参加できる人（二戸管内に在
住の人）
■日時　６月30日㊍、７月11日
㊊、７月28日㊍、８月４日㊍
　午後１時30分～午後４時頃
■場所　二戸地区合同庁舎３階　
機能訓練室
■講座内容　心の健康問題の理解、
傾聴に関する基本知識・技術の習得
■募集定員　30人程度
■申込期限　６月22日㊌まで
■申し込み・問い合わせ　二戸保
健所保健課（☎23-9206）

  パラグライダー
体験しませんか

　村営くのへ
スキー場でパ
ラグライダー
体験会を行い
ます。
■日時　
　６月26日㊐
　午前９時30分～午後３時（予定）
■場所　村営くのへスキー場
■費用　2,000円（昼食代含む）
■服装　長袖シャツと長ズボン・
軍手・斜面を動きやすい靴
■参加資格　中学生～おおむね60
歳ぐらいまで、健康で緩斜面を走
る運動に支障がない人
■申し込み・問い合わせ　総務企画
課地域振興班（☎42-2111内線172）

①職種②就業場所③年齢④基本給⑤資格など

◎５月13日現在の求人情報から掲載して
います。求人に関するお問い合わせは、ハ
ローワーク二戸（☎23-3341）まで。求人
情報は役場ロビーでも配布しています。

求人情報
■特定非営利活動法人  カント
リーハウス愛住　①看護師（正社
員）②九戸村③不問④180,000円
⑤看護師免許または准看護師免
許、試用期間２カ月
■上徳商店　①スタンド店員およ
び配達員（正社員）②九戸村③
59歳以下④134,320円⑤普通自動
車免許一種、危険物取扱者、試用
期間２カ月
■株式会社  アラタ　①左官工事
作業員（正社員）②九戸村③不問
④153,000円～305,000円⑤普通自
動車免許一種、試用期間３カ月
■小野寺商事　①養鶏作業員（正
社員）②九戸村など③69歳以下
④144,000円～180,000円⑤普通自
動車免許一種、試用期間１カ月
■株式会社  新盛建設運輸  九戸営
業所　①鶏舎清掃作業員（正社
員）②九戸村など③69歳以下④
190,900円～220,800円⑤中型自動
車免許、試用期間３カ月
■株式会社  明和運輸  九戸営業所
①大型運転手（正社員）②九戸
村など③59歳以下④213,900円～
232,300円⑤大型自動車免許、大
型車運転経験、試用期間３カ月
■株式会社  阿部繁孝商店　①製
造一般職（正社員）②九戸村③
62歳以下④164,000円⑤試用期間
３カ月
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

人のうごき
（平成28年5月1日現在）

●人　口　　６，１０３　人  　（ー７）

　　男　　　 ２，９３７　人　  （ー６）

　　女　　　 ３，１６６　人  　（ー１）

●世帯数　　２，１６８世帯　　（＋９）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １８　人  　（５５人）

　 転　 出　　　 ２０　人  　（８０人）

　 出　 生　　 　　３　人  　（１２人）

　 死　 亡　　　 　８　人  　（３８人）
（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆村消防団ポンプ操法競技会が５月29
日にありました。現時点では大会前で
結果はまだ分かりません。◆10分団
に入団し８年目で初めて操作員に選ば
れ、約３週間練習してきました。３月
に捻挫した右足首は完治していません
が、共に戦う操作員や先輩に迷惑を掛
けないように精一杯頑張りたいと思い
ます。◆結果は７月号でお知らせした
いと思いますので、お楽しみに。（下村）

  ぜひ相談ください
くらしの相談窓口

　二戸市社会福祉協議会では「く
らしの相談窓口」を開設しています。
■開設時間　平日
　午前８時30分～午後５時15分
　（土日祝、年末年始を除く）
■対象　二戸管内に住んでいる人
■場所　二戸市総合福祉センター
■相談内容　生活上の悩みや困り事
■問い合わせ　二戸市社会福祉協
議会「くらしの相談窓口」（☎43-
3588）

  労働者と使用者の
トラブルは相談を

　労働者と使用者との間のさまざ
まな問題について、県労働委員会
委員が相談に応じます。
■日時　６月26日㊐
　午後１時～午後４時
■場所　カシオペアメッセ
　なにゃーと　３階会議室
■申し込み・問い合わせ　県労働
委員会事務局（☎0120-610-797）

  妊婦の風しん
予防接種に助成

　妊婦の風しん感染と発生防止を
目的に、風しん予防接種の助成を
行います。
■対象者　
①妊婦を予定または希望している
女性　
②抗体価が低いと認められた妊婦
の配偶者
①と②のうち、抗体検査の結果、
抗体価が低い人　
■助成額　
●風しんワクチン接種
　3,000円
●麻しん風しんワクチン接種
　5,000円
■助成期間　平成28年４月１日㊎
～平成29年３月31日㊎
■申し込み・問い合わせ　村住民
生活課保健衛生班（☎42-2111内
線123）

  ひとり親家庭の
無料法律相談会

　ひとり親家庭を対象に、離婚や
養育費などの悩みについて、弁護
士による相談を行います。
■日時　６月22日㊌
　　　　午前10時～午後３時
■場所　二戸保健福祉環境センター
■対象　ひとり親家庭、寡婦の人
■申し込み・問い合わせ　県北広
域振興局二戸保健福祉環境セン
ター（☎23-9202）

お詫びと訂正
　広報くのへお知らせ版2016.5.18号
の「村営・若者住宅の入居者募集」の
記事で、入居予定時期は平成28年６
月上旬の誤りでした。お詫びして訂正
します。
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九
戸
神
社
例
大
祭
と
九
戸
さ
く

ら
ま
つ
り
が
５
月
５
日
、
九
戸
神

社
境
内
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
大
祭
に
は
、
関
係
者
が
集
ま

り
お
は
ら
い
を
受
け
、
身
を
清
め

た
後
、
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
玉
串
奉ほ

う

奠て
ん

な
ど
の
後
に
は
、

九
戸
神
楽
保
存
会
が
奉
納
舞
を
力

強
く
舞
い
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
ま
つ
り
で
は
、
村
内
外

か
ら
家
族
連
れ
や
行
楽
客
が
集
ま

り
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
郷
土
芸

能
な
ど
が
来
場
者
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
長
興
寺
小
学

校
の
児
童
が
集
ま
り
、
子
ど
も
み

こ
し
を
奉
納
。
笛
や
う
ち
わ
に
合

わ
せ
て
、「
わ
っ
し
ょ
い
。わ
っ
し
ょ

い
」
と
元
気
な
声
を
掛
け
な
が
ら
、

境
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
み
こ

し
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
、
同
小
学

校
の
校
訓
「
勤
勉
・
自
立
・
感
謝
」

も
、
大
き
な
声
で
合
わ
せ
て
唱
え

て
い
ま
し
た
。

　

境
内
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
児
童
や
生
徒
た
ち

が
注し

め
き
り
ま
い

連
切
舞
や
あ
あ
九
戸
城
な
ど

を
、
力
強
く
堂
々
と
舞
っ
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
児
童
た
ち
は
九

戸
政
実
剣
舞
や
九
戸
音
頭
を
元
気

に
踊
り
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
集

ま
っ
た
来
場
者
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

20
年
以
上
前
か
ら
毎
年
来
て
い

る
と
い
う
小
野
寺
ツ
キ
さ
ん
（
長

興
寺
下
＝
82
歳
）
は
、「
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
踊
り
を
見
れ
て
幸
せ
。

成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
の
が
毎

年
楽
し
み
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

九
戸
さ
く
ら
ま
つ
り

幸
せ
呼
び
込
む

　
　
み
こ
し
の
歓
声

長興寺小学校の４年生～６年生の児童が、色取り取りの法被を着て九戸音頭を踊りました

20

注連切舞を熱演する坂本珠莉君（前列左）、大崎可
か
幾
い
君（同右）、

玉川正貴君（後列左）、髙﨑健太郎君（同右）
九戸政実剣舞を元気に踊る、長興寺小学校の１年生～３年生児童

20

兄弟で権現舞を奉納する下川原凱
かい
斗
と
君（右）と一

かず
将
ま
君


